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県立
けんりつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における身体
しんたい

拘束
こうそく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

（拘束
こうそく

種別
しゅべつ

毎
ごと

）

ベッドで過
す

ごす際
さい

、自
みずか

ら、頭部
とうぶ

と

足
あし

の位置
いち

が入
い

れ替
か

わるように反転
はんてん

する動
うご

きがある。導尿
どうにょう

カテーテル

の上
うえ

に身体
からだ

が乗
の

り、カテーテルが

閉塞
へいそく

することがある。健康
けんこう

面
めん

に配
はい

慮
りょ

しながら、抑制
よくせい

帯
たい

の使用
しよう

は、

ベッド使用
しよう

時
じ

に限定
げんてい

し、見守
みまも

りを

継続
けいぞく

している。解除
かいじょ

・軽減
けいげん

につい

て、検討
けんとう

している。
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取組
とりくみ

状況
じょうきょう

ベッドでの就寝中
しゅうしんちゅう

に、うつ伏
ぶ

せの姿勢
しせい

となり、導
どう

尿
にょう

カテーテルが折
お

れ曲
ま

がり、閉塞
へいそく

しているのを確
かく

認
にん

する。適切
てきせつ

な排泄
はいせつ

ができないことで、健康
けんこう

面
めん

や

衛
えい

生
せい

保持
ほじ

に影響
えいきょう

する可能性
かのうせい

がある。日中
にっちゅう

、できる

だけ車
くるま

椅子
いす

で過
す

ごす時間
じかん

を持
も

ち、最小限
さいしょうげん

の使用
しよう

に

努
つと

める。行動
こうどう

制限
せいげん

解除
かいじょ

の検討
けんとう

をしている。

ベッドで過
す

ごす際
さい

、うつぶせとな

り、導尿
どうにょう

カテーテルが閉塞
へいそく

するこ

とがあった。また、体動
たいどう

が多
おお

く、

導尿
どうにょう

カテーテルが、足
あし

や腕
うで

に絡
から

ま

ることがある。ベッドからの転落
てんらく

により、骨折
こっせつ

や、導尿
どうにょう

カテーテル

閉塞
へいそく

・抜管
ばっかん

など、大
おお

きな怪我
けが

につ

ながる可能性
かのうせい

が高
たか

い。就寝
しゅうしん

時
じ

以
い

外
がい

は、車
くるま

椅子
いす

で過
す

ごす対応
たいおう

を継続
けいぞく

し

ている。

ベッドでの就寝中
しゅうしんちゅう

、体動
たいどう

により、

足
あし

に導尿
どうにょう

カテーテルが絡
から

むことが

あった。カテーテルの閉塞
へいそく

による

尿
にょう

漏
も

れや、強
つよ

く引
ひ

っ張
ぱ

られること

で抜管
ばっかん

する可能性
かのうせい

がある。適正
てきせい

な

排泄
はいせつ

管理
かんり

のため、抑制
よくせい

帯
たい

の使用
しよう

は、就寝
しゅうしん

時
じ

に必要
ひつよう

最低限
さいていげん

の時間
じかん

に

限定
げんてい

し、日中
にっちゅう

は、車
くるま

椅子
いす

で過
す

ごし

ている。

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

：

　拘束
こうそく

時間
じかん

：未記入
みきにゅう

は未実施
みじっし

、A＝30分
ぷん

未満
みまん

、B＝30分以上
ぷんいじょう

１時間
じかん

未満
みまん

、C＝１時間以上
じかんいじょう

４時間
じかん

未満
みまん

、D＝４時間以上
じかんいじょう

８時間
じかん

未満
みまん

、E＝８時間
じかん

以上
いじょう

24時間
じかん

未満
みまん

、F＝24時間
じかん

やむを得
え

ず、車
くるま

いすやベッドに拘束
こうそく

帯
たい

等
とう

で拘束
こうそく

する

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れいわ

５年
ねん

２月
がつ

の実施
じっし

状況
じょうきょう

2
食欲
しょくよく

不振
ふしん

が徐々
じょじょ

に改善
かいぜん

されてきた。体調
たいちょう

は不安定
ふあんてい

だが、概
おおむ

ね、日中
にっちゅう

はリクライニングチェアで穏
おだ

や

かに過
す

ごしている。この期間
きかん

、ベルトは使用
しよう

しな

かった。

食欲
しょくよく

不振
ふしん

が徐々
じょじょ

に改善
かいぜん

されてき

た。体調
たいちょう

は不安定
ふあんてい

だが、概
おおむ

ね、日
にっ

中
ちゅう

はリクライニングチェアで、穏
おだ

やかに過
す

ごしている。この期間
きかん

、

ベルトは使用
しよう

しなかった。

食欲
しょくよく

不振
ふしん

が、徐々
じょじょ

に改善
かいぜん

されてき

た。体調
たいちょう

は不安定
ふあんてい

だが、概
おおむ

ね、日
にっ

中
ちゅう

はリクライニングチェアで、穏
おだ

やかに過
す

ごしている。この期間
きかん

、

ベルトは使用
しよう

しなかった。

食欲
しょくよく

不振
ふしん

が徐々
じょじょ

に改善
かいぜん

されてき

た。体調
たいちょう

は不安定
ふあんてい

だが、概
おおむ

ね、日
にっ

中
ちゅう

はリクライニングチェアで、穏
おだ

やかに過
す

ごしている。この期間
きかん

、

ベルトは使用
しよう

しなかった。

取組
とりくみ

状況
じょうきょう
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C

1人
にん

夜勤
やきん

でも、ベルトをせずに就床
しゅうしょう

する取
と

り組
く

みを実施
じっし

している。こ

の期間
きかん

は、就床後
しゅうしょうご

、入眠
にゅうみん

までに時
じ

間
かん

がかからず、夜間
やかん

も良眠
りょうみん

できた

ので、ベルトは使用
しよう

しなかった。

1人
にん

夜勤
やきん

でも、ベルトをせずに就床
しゅうしょう

する取
と

り組
く

みを

実施
じっし

している。この期間
きかん

は、就床後
しゅうしょうご

、入眠
にゅうみん

までに

時
じ

間
かん

がかからず、夜間
やかん

も良眠
りょうみん

できたので、ベルト

は使用
しよう

しなかった。

ベルトを外
はず

し、職員
しょくいん

が見
み

守
まも

りなが

ら過
す

ごしている。

必要
ひつよう

な場合
ばあい

を除
のぞ

き、車椅子
くるまいす

のベル

トは、使用
しよう

していない。

ベルトを外
はず

し、職員
しょくいん

が見
み

守
まも

りなが

ら過
す

ごしている。

ベルトを外
はず

し、職員
しょくいん

が見
み

守
まも

りながら過
す

ごしてい

る。

必要
ひつよう

な場合
ばあい

を除
のぞ

き、車椅子
くるまいす

のベルトは、使用
しよう

して

いない。

必要
ひつよう

な場合
ばあい

を除
のぞ

き、車椅子
くるまいす

のベル

トは、使用
しよう

していない。
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ベルトを外
はず

し、職員
しょくいん

が見
み

守
まも

りなが

ら過
す

ごしている。
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ベルトを使用
しよう

することなく、安全
あんぜん

に過
す

ごした。

この期間
きかん

は、拘束
こうそく

帯
たい

は使用
しよう

してい

ない。

1人
にん

夜勤
やきん

でも、ベルトをせずに就床
しゅうしょう

する取
と

り組
く

みを実施
じっし

している。こ

の期間
きかん

は、就床後
しゅうしょうご

、入眠
にゅうみん

までに時
じ

間
かん

がかからず、夜間
やかん

も良眠
りょうみん

できた

ので、ベルトは使用
しよう

していない。

この期間
きかん

は、拘束
こうそく

帯
たい

は使用
しよう

しな

かった。

1人
にん

夜勤
やきん

でも、ベルトをせずに就床
しゅうしょう

する取
と

り組
く

みを実施
じっし

している。こ

の期間
きかん

は、就床後
しゅうしょうご

、入眠
にゅうみん

までに時
じ

間
かん

がかからず、夜間
やかん

も良眠
りょうみん

できた

ので、ベルトは使用
しよう

していない。

この期間
きかん

は拘束
こうそく

帯
たい

は使用
しよう

しなかっ

た。
この期間

きかん

は拘束帯
こうそくたい

は使用
しよう

しなかった。

ベルトを使用
しよう

することなく、安全
あんぜん

に過
す

ごした。

ベルトを使用
しよう

することなく、安全
あんぜん

に過
す

ごした。

24日
にち

は、発作
ほっさ

による転倒
てんとう

のリスクがあったので、

15:05～16:40、18:50～20:50の間
あいだ

のみ、ベルトを

使用
しよう

した。

必要
ひつよう

な場合
ばあい

を除
のぞ

き、車椅子
くるまいす

のベル

トは、使用
しよう

していない。
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取組状況
とりくみじょうきょう

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

取組
とりくみ

状況
じょうきょう
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一度
いちど

は収束
しゅうそく

した感染性
かんせんせい

胃腸
いちょう

炎
えん

が、

職員
しょくいん

を中心
ちゅうしん

に感染
かんせん

拡大
かくだい

した。６日
にち

以降
いこう

は、感染
かんせん

予防
よぼう

のために、ユ

ニット閉鎖
へいさ

を行
おこな

った。それによ

り、ベッド上
じょう

の抑制帯
よくせいたい

使用
しよう

解除
かいじょ

に

向
む

けた取
と

り組
く

みは進
すす

んでいない。

計画
けいかく

していた、職員
しょくいん

が見守
みまも

りやす

い居室
きょしつ

への移動
いどう

については、延期
えんき

した。

新型
しんがた

コロナ感染防止対策
かんせんぼうしたいさく

のため、

午前
ごぜん

は活動室
かつどうしつ

で過
す

ごし、午後
ごご

はユ

ニット内
ない

で散歩
さんぽ

や課題
かだい

等
など

を行
おこな

なっ

ている。しかし、ご本人
ほんにん

の体調
たいちょう

不
ふりょ

良
う

で居室
きょしつ

での静養
せいよう

希望
きぼう

があり、活
かつ

動
どう

への参加
さんか

が進
すす

んでいない。日
にっ

中
ちゅう

、ベッドで静養
せいよう

している間
あいだ

も、

抑制帯
よくせいたい

を使用
しよう

している。13日
にち

に大
おお

きな発作
ほっさ

があり、計画
けいかく

している居
きょ

室
しつ

の移動
いどう

は、実施
じっし

できていない。

13日
にち

から全体
ぜんたい

活動
かつどう

に参加
さんか

し、日中
にっちゅう

は活動
かつどう

室
しつ

で過
す

ごしている。日中
にっちゅう

の

抑制帯
よくせいたい

使用
しよう

時間
じかん

は減
へ

っている。

先月
せんげつ

の会議
かいぎ

にて検討
けんとう

した、職員
しょくいん

が見守
みまも

りやすい居
きょ

室
しつ

への移動
いどう

を、24日
にち

に実施
じっし

した。25日
にち

より、日
にっ

中
ちゅう

、本人
ほんにん

が居室
きょしつ

で寝
ね

たいときは、抑制帯
よくせいたい

を使用
しよう

し

ていない。発作
ほっさ

が起
お

きた際
さい

は、速
すみ

やかに対応
たいおう

でき

るよう、職員
しょくいん

の見守
みまも

りを強化
きょうか

している。夜間
やかん

帯
たい

に

ついては、職員数
しょくいんすう

が少
すく

なく対応
たいおう

が難
むずか

しいために、

抑制帯
よくせいたい

を使用
しよう

している。引
ひ

き続
つづ

き、身体
しんたい

拘束
こうそく

の解
かい

除
じょ

に向
む

けて、検討
けんとう

を続
つづ

ける。

日中
にっちゅう

活動中
かつどうちゅう

は、車椅子
くるまいす

を使用
しよう

せず

にマットの上
うえ

で過
す

ごしている。車
くる

椅子
まいす

を使用
しよう

している間
あいだ

は、感情
かんじょう

を

表現
ひょうげん

する際
さい

に、下肢
かし

に力
ちから

が入
はい

り転
てん

落
らく

する恐
おそ

れがあることから、ベル

トを使用
しよう

している。車椅子
くるまいす

ベルト

の必要
ひつよう

性
せい

について、また、整形
せいけい

外
げか

科受診
じゅしん

をすることについて、園内
えんない

診療所
しんりょうじょ

に相談
そうだん

を行
おこな

った。今後
こんご

、診
しん

療所
りょうじょ

から紹介状
しょうかいじょう

を受領
じゅりょう

し、外部
がいぶ

通
つう

院
いん

を行
おこな

う予定
よてい

。

日中
にっちゅう

活動中
かつどうちゅう

は、車椅子
くるまいす

を使用
しよう

せず

にマットの上
うえ

で過
す

ごしている。車
くる

椅子
まいす

を使用
しよう

している間
あいだ

は、感情
かんじょう

を

表現
ひょうげん

する際
さい

に、下肢
かし

に力
ちから

が入
はい

り転
てん

落
らく

する恐
おそ

れがあることから、ベル

トを使用
しよう

している。

日中
にっちゅう

活動中
かつどうちゅう

は、車椅子
くるまいす

を使用
しよう

せずに、マットの上
うえ

で過
す

ごしている。車椅子
くるまいす

を使用
しよう

している間
あいだ

は、感
かん

情
じょう

を表現
ひょうげん

する際
さい

に、下肢
かし

に力
ちから

が入
はい

り転落
てんらく

する恐
おそ

れ

があることから、ベルトを使用
しよう

している。ベルト

の使用
しよう

時間
じかん

については変化
へんか

はないものの、「車椅
くるまいす

子で散歩
さんぽ

に出
で

かける」ことや、「ユニットでの余
よか

暇行事
ぎょうじ

」など、園
えん

での楽
たの

しみなことや好
す

きなこと

が増
ふ

えてきている。外部
がいぶ

通院
つういん

について、具体
ぐたい

の日
にっ

程
てい

などを、ご家族
かぞく

と調整
ちょうせい

中
ちゅう

。
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ご本人
ほんにん

専用
せんよう

の車椅子
くるまいす

に、姿
し

勢
ぜい

を保
ほじ

持するためのベルトが備
そな

え付
つ

けら

れているが、日中
にっちゅう

活動
かつどう

中
ちゅう

は、車椅
くるまいす

子を使用
しよう

せずに、マットの上
うえ

で過
す

ごしている。車椅子
くるまいす

を使用
しよう

してい

る間
あいだ

は、感情
かんじょう

を表
ひょう

現
げん

する際
さい

に、下
かし

肢に力
ちから

が入
はい

り、転落
てんらく

する恐
おそ

れがあ

ることから、ベルトを使用
しよう

してい

る。投薬
とうやく

開始
かいし

により、てんかん発
ほっ

作
さ

による転落
てんらく

のリスクは軽減
けいげん

して

いる。「人
ひと

との関
かか

わり」を増
ふ

やす

など、本人
ほんにん

の好
す

きなことを第一
だいいち

に

考
かんが

え、対応
たいおう

していく。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D

拘束
こうそく

時間
じかん

D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D

　拘束時間
こうそくじかん

：未記入
みきにゅう

は未実施
みじっし

、A＝30分
ぷん

未満
みまん

、B＝30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じかん

未満
みまん

、C＝１時間
じかん

以上
いじょう

４時間
じかん

未満
みまん

、D＝４時間
じかん

以上
いじょう

８時間
じかん

未満
みまん

、E＝８時間
じかん

以上
いじょう

24時間
じかん

未満
みまん

、F＝24時間
じかん

1

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

ミトンを外
はず

した際
さい

に、陰部
いんぶ

を掻
か

き

壊
こわ

し、出血
しゅっけつ

する様子
ようす

が見
み

られた。

すぐに職員
しょくいん

が対応
たいおう

したので、大事
だいじ

には至
いた

らなかった。解除
かいじょ

時
じ

の対応
たいおう

方法
ほうほう

について、受傷
じゅしょう

を防止
ぼうし

しなが

ら安全
あんぜん

に取
と

り組
く

める内容
ないよう

を検討
けんとう

し、本人
ほんにん

が楽
たの

しめることを中心
ちゅうしん

に

支援
しえん

する。

2

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

ミトンを外
はず

した際
さい

に、左手首
ひだりてくび

の傷
きず

が気
き

になる様子
ようす

で、爪
つめ

で掻
か

き壊
こわ

し、出血
しゅっけつ

を繰
く

り返
かえ

している。以
いぜ

前
ん

、受傷
じゅしょう

を繰
く

り返
かえ

すことで、細菌
さいきんせ

性
い

感染症
かんせんしょう

に罹患
りかん

したことがあっ

た。それらのことから、傷
きず

の保護
ほご

を優先
ゆうせん

して、処置
しょち

を継続
けいぞく

中
ちゅう

であ

る。職
しょく

員
いん

の見守
みまも

りを行
おこな

いながら、

短
たん

時
じ

間
かん

での解除
かいじょ

を重
かさ

ね、軽減
けいげん

を図
はか

る。

右手
みぎて

親指
おやゆび

の噛
か

み傷
きず

の処置
しょち

が終了
しゅうりょう

した。ミトンを外
はず

した際
さい

の掻
か

き壊
こわ

しや、噛
か

み傷
きず

などの受傷
じゅしょう

防止
ぼうし

に努
つと

めている。職員
しょくいん

が見守
みまも

る中
なか

で、本人
ほんにん

が好
この

む「マニ

キュアの使用
しよう

」や「手遊
てあそ

び」を通
とお

して、自傷
じしょう

の意
いし

識
き

を軽減
けいげん

しながら、解除
かいじょ

時間
じかん

の拡大
かくだい

に取
と

り組
く

む。

右手
みぎて

親指
おやゆび

の噛
か

み傷
きず

の保護
ほご

を優先
ゆうせん

し

て、処置
しょち

を継続
けいぞく

中
ちゅう

である。職
しょく

員
いん

の

見守
みまも

りの元
もと

、ミトンを外
はず

し、軽減
けいげん

に取
と

り組
く

む。

ミトンを外
はず

した際
さい

に、右手
みぎて

親指
おやゆび

を

噛
か

むことがあるので、傷
きず

の処置
しょち

を

継続
けいぞく

して行
おこな

っている。「手遊
てあそ

び」

や「車椅子
くるまいす

での散歩
さんぽ

」など、職員
しょくいん

が見守
みまも

り、気分
きぶん

転換
てんかん

を行
おこな

う。受傷
じゅしょう

防止
ぼうし

を図
はか

りながら、解除
かいじょ

時間
じかん

を増
ふ

やす取組
とりく

みを継続
けいぞく

する。

ミトンを外
はず

した際
さい

に、目
め

に指
ゆび

を入
い

れる様子
ようす

があっ

た。過去
かこ

、感染症
かんせんしょう

により、右目
みぎめ

を失明
しつめい

していて、

左目
ひだりめ

の保護
ほご

に配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

である。他
ほか

に感心
かんしん

を向
む

け

るような支援
しえん

をしている。自傷
じしょう

行為
こうい

の軽減
けいげん

・予防
よぼう

に配慮
はいりょ

しながら、行動
こうどう

制限
せいげん

解除
かいじょ

に取
と

り組
く

む。

ミトンを外
はず

した際
さい

に、目
め

に指
ゆび

を入
い

れる様子
ようす

が見
み

られた。目
め

の受傷
じゅしょう

防
ぼう

止
し

に配慮
はいりょ

しながら「散歩
さんぽ

」、「自
じし

身
ん

でおやつを食
た

べる」、「玩具
がんぐ

等
など

を使用
しよう

する」等
など

で、意識
いしき

的
てき

な活動
かつどう

場面
ばめん

を増
ふ

やした。それにより、自
じしょ

傷
う

防止
ぼうし

を図
はか

る。

ミトンを外
はず

した際
さい

に、陰部
いんぶ

を強
つよ

く

掻
か

き壊
こわ

し、出血
しゅっけつ

する様子
ようす

が見
み

られ

た。手指
しゅし

を使
つか

うなど、意識
いしき

的
てき

な活
かつ

動
どう

を通
とお

して、自傷
じしょう

の軽減
けいげん

に取
と

り組
く

む。

県立
けんりつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における身体
しんたい

拘束
こうそく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

（拘束
こうそく

種別
しゅべつ

毎
ごと

）

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

： やむを得
え

ず、手指
しゅし

の機能
きのう

を制限
せいげん

するためにミトン型
がた

の手袋
てぶくろ

を付
つ

ける

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れいわ

５年
ねん

２月
がつ

の実施
じっし

状況
じょうきょう



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

C C C C C C A C B C C C C C C C B

3

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

ミトンを外
はず

した際
さい

に、首
くび

元
もと

や腕
うで

の

傷
きず

を掻
か

き壊
こわ

し出血
しゅっけつ

する様子
ようす

が見
み

ら

れる。１日
にち

・２日
にち

・７日
にち

は、終
しゅ

日
うじつ

、ミトンを使用
しよう

することなく過
す

ごすことが出来
でき

た。他者
たしゃ

への掴
つか

み

かかり、指
ゆび

捻
ひね

りが見
み

られた際
さい

は、

一時的
いちじてき

にミトンを使用
しよう

した。

日
ひ

により首
くび

元
もと

の傷
きず

を気
き

にする様子
ようす

が見
み

られるが、興奮
こうふん

や掴
つか

みかかり

に至
いた

らず過
す

ごすことができてい

る。職員
しょくいん

が見守
みまも

りながら、本人
ほんにん

へ

の肯定的
こうていてき

な声掛
こえか

けを行
おこな

い、解除
かいじょ

時
じか

間
ん

の拡大
かくだい

を目指
めざ

す。

首
くび

元
もと

の掻
か

き壊
こわ

しについては「バン

ダナ」や「ネックウォーマー」

「サポーター」等
など

を使用
しよう

すること

で、自
じ

傷
しょう

に至
いた

らないよう、配慮
はいりょ

し

た。日中
にっちゅう

は、「本人
ほんにん

が好
この

む音楽
おんがく

を

かける」「散歩
さんぽ

をする」など、情
じょ

緒
うちょ

の安定化
あんていか

を図
はか

り、他者
たしゃ

への掴
つか

み

かかりは減少
げんしょう

している。職員
しょくいん

が見
みま

守
も

りを行
おこな

うことで、解除
かいじょ

時間
じかん

の拡
かく

大
だい

を目指
めざ

す。

肯定的
こうていてき

な声掛
こえか

け、音楽
おんがく

の提供
ていきょう

など、一日
いちにち

を通
とお

して

情緒
じょうちょ

の安定
あんてい

を図
はか

りながら、積極的
せっきょくてき

にミトン解除
かいじょ

に

取組
とりく

んでいく。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

A A A

拘束
こうそく

時間
じかん

A A

県立
けんりつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における身体
しんたい

拘束
こうそく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

（拘束
こうそく

種別
しゅべつ

毎
ごと

）

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

： やむを得
え

ず、支援者
しえんしゃ

が自分
じぶん

の体
からだ

で利用者
りようしゃ

を押
お

さえて行動
こうどう

を制限
せいげん

する

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れいわ

５年
ねん

２月
がつ

の実施
じっし

状況
じょうきょう

この期間中
きかんちゅう

、他利用者
たりようしゃ

への干渉
かんしょう

や

粗暴
そぼう

行為
こうい

はなく、拘束
こうそく

は実施
じっし

しな

かった。

他
た

利用者
りようしゃ

居室
きょしつ

に入
はい

り込
こ

もうとす

る。粗暴
そぼう

行為
こうい

による、他
た

利用者
りようしゃ

・

本人
ほんにん

の身体
からだ

の安全
あんぜん

を守
まも

るため、短
たん

時間
じかん

、実施
じっし

した。

この期間中
きかんちゅう

、他利用者
たりようしゃ

への干渉
かんしょう

や粗暴
そぼう

行為
こうい

はな

く、拘束
こうそく

は実施
じっし

しなかった。

この期間中
きかんちゅう

、他利用者
たりようしゃ

への干渉
かんしょう

や

粗暴
そぼう

行為
こうい

はなく、拘束
こうそく

は実施
じっし

しな

かった。

　拘束時間
こうそくじかん

：未記入
みきにゅう

は未実施
みじっし

、A＝30分
ぷん

未満
みまん

、B＝30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じかん

未満
みまん

、C＝１時間
じかん

以上
いじょう

４時間
じかん

未満
みまん

、D＝４時間
じかん

以上
いじょう

８時間
じかん

未満
みまん

、E＝８時間
じかん

以上
いじょう

24時間
じかん

未満
みまん

、F＝24時間
じかん

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

1

この期間中
きかんちゅう

、ホールディングは未
み

実施
じっし

だった。「職員
しょくいん

の関
かか

わり」

「対応者
たいおうしゃ

を替
か

えて切
き

り替
か

えを図
はか

る」などにより、不安定時
ふあんていじ

にも、

拘束
こうそく

に至
いた

る状況
じょうきょう

には、ならなかっ

た。

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

2
この期間中

きかんちゅう

、ホールディングは実施
じっし

しなかった。

「職員
しょくいん

の関
かか

わり」「対応者
たいおうしゃ

を替
か

えて、切
き

り替
か

えを

図
はか

る」などにより、不安定
ふあんてい

時
じ

でも、拘束
こうそく

に至
いた

るよ

うな状況
じょうきょう

には、ならなかった。

この期間中
きかんちゅう

、不安定
ふあんてい

状態
じょうたい

となり、

職員
しょくいん

への粗暴
そぼう

行為
こうい

が止
と

まらなかっ

た。別
べつ

の職員
しょくいん

がホールディングし

分離
ぶんり

を図
はか

る対応
たいおう

をとった。

この期間中
きかんちゅう

、ホールディングは実
じっ

施
し

していない。「職員
しょくいん

の関
かか

わり」

「対応者
たいおうしゃ

を替
か

えて、切
き

り替
か

えを図
はか

る」などにより、不安定時
ふあんていじ

でも、

拘束
こうそく

に至
いた

るような状況
じょうきょう

には、なら

なかった。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

A A A A A A A A A A

拘束
こうそく

時間
じかん

この期間
きかん

のホールディングは、実
じっ

施
し

していない。不安定
ふあんてい

時
じ

には、

「居室
きょしつ

へ移動
いどう

するといった場面
ばめん

の

切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

すると

いった気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

り、

身体
しんたい

拘束
こうそく

に至
いた

らないよう、配慮
はいりょ

し

た支援
しえん

を行
おこな

っている。

この期間
きかん

のホールディングは、実施
じっし

していない。

不安定
ふあんてい

時
じ

には、「居室
きょしつ

へ移動
いどう

するといった場面
ばめん

の

切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

するといった気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

ることで、身体
しんたい

拘束
こうそく

に至
いた

らないよ

う、配慮
はいりょ

した支援
しえん

を行
おこな

っている。

この期間
きかん

のホールディングは、実
じっ

施
し

していない。不安定
ふあんてい

時
じ

には、

「居室
きょしつ

へ移動
いどう

するといった場面
ばめん

の

切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

すると

いった気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

り、

身体
しんたい

拘束
こうそく

に至
いた

らないよう、配慮
はいりょ

し

た支援
しえん

を行
おこな

っている。

4

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

職員
しょくいん

への突発的
とっぱつてき

な粗暴
そぼう

が出
で

た際
さい

に、実施
じっし

した。１日
にち

は、粗暴
そぼう

行為
こうい

が収
おさ

まらず、複数
ふくすう

職員
しょくいん

で対応
たいおう

を行
おこな

い、３日
にち

は、手
て

を抑
おさ

える程度
ていど

の

ホールディングだった。

実施
じっし

頻度
ひんど

は、変化
へんか

がないように見
み

られるが、相互
そうご

理解
りかい

する関
かか

わり方
かた

として、言葉
ことば

のやり取
と

りをするこ

とで、粗暴
そぼう

に至
いた

らず、完結
かんけつ

するこ

とも増
ふ

えている。

この期間
きかん

のホールディングは、実
じっ

施
し

していない。不安定
ふあんてい

時
じ

には、

「居室
きょしつ

へ移動
いどう

するといった場面
ばめん

の

切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

すると

いった気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

り、

身体
しんたい

拘束
こうそく

に至
いた

らないよう、配慮
はいりょ

し

た支援
しえん

を行
おこな

っている。

職員
しょくいん

への突発的
とっぱつてき

な粗
そ

暴
ぼう

があった際
さい

に、実施
じっし

した。８日
にち

・13日
にち

・14日
にち

は、粗暴
そぼう

行為
こうい

が収
おさ

まらず、数回
すうかい

繰
く

り返
かえ

し複数
ふくすう

職員
しょくいん

で対応
たいおう

を行
おこな

い、11

日
にち

・12日
にち

は、手
て

を抑
おさ

える程度
ていど

の

ホールディングだった。

実施
じっし

頻度
ひんど

は、変化
へんか

がないように見
み

られるが、相互
そうご

理解
りかい

する関
かか

わり方
かた

として、言葉
ことば

のやり取
と

りをするこ

とで、粗暴
そぼう

に至
いた

らず、完結
かんけつ

するこ

とも増
ふ

えている。

3

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

職員
しょくいん

への突発的
とっぱつてき

な粗暴
そぼう

があった際
さい

に、手
て

を抑
おさ

える

程度
ていど

のホールディングを実施
じっし

した。

実施
じっし

頻度
ひんど

は、変化
へんか

がないように見
み

られるが、相互
そうご

理解
りかい

する関
かか

わり方
かた

として、言葉
ことば

のやり取
と

りをする

ことで、粗暴
そぼう

に至
いた

ることなく、過
す

ごせる日
ひ

も増
ふ

え

ている。

職員
しょくいん

への突発的
とっぱつてき

な粗暴
そぼう

があった際
さい

に、手
て

を抑
おさ

える程度
ていど

のホールディ

ングを実施
じっし

した。

実施
じっし

頻度
ひんど

は、変化
へんか

がないように見
み

られるが、相互
そうご

理解
りかい

する関
かか

わり方
かた

として、言葉
ことば

のやり取
と

りをするこ

とで、粗暴
そぼう

に至
いた

ることなく、過
す

ご

せる日
ひ

も増
ふ

えている。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

拘束
こうそく

時間
じかん

拘束
こうそく

時間
じかん

A A A

この期間
きかん

は、ホールディングは実
じっ

施
し

していない。「職員
しょくいん

とのコミュ

ニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

と、見
み

通
とお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

してい

る。

この期間
きかん

は、ホールディングは実施
じっし

しなかった。

「職員
しょくいん

とのコミュニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の提供
ていきょう

と、

見
み

通
とお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。

「ひらがなでのスケジュールを視覚的
しかくてき

に伝
つた

える方
ほう

法
ほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。この期間
きかん

、

ホールディングは実施
じっし

しなかった。

寮内
りょうない

の居室
きょしつ

外
がい

で過
す

ごした後
あと

、居室
きょしつ

に戻
もど

る際
さい

に不安
ふあんてい

定になり、他
た

利用者
りようしゃ

への粗暴
そぼう

行為
こうい

があったので、

短時間
たんじかん

のホールディングを実施
じっし

した。他者
たしゃ

との良
りょ

好
うこう

な関
かか

わり方
かた

の習得
しゅうとく

を目指
めざ

し、試
し

行
こう

中
ちゅう

である。

寮内
りょうない

の居室
きょしつ

外
がい

で過
す

ごした後
あと

、居室
きょしつ

へ戻
もど

る際
さい

に不安定
ふあんてい

となり、他
た

利用
りよう

者
しゃ

への粗暴
そぼう

行為
こうい

があったので、短
たん

時間
じかん

のホールディングを実施
じっし

し

た。他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

の習
しゅ

得
うとく

を目指
めざ

し、試
し

行
こう

中
ちゅう

である。

この期間
きかん

は、ホールディングは実
じっ

施
し

しなかった。「職員
しょくいん

とのコミュ

ニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

と、見
み

通
とお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

してい

る。

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

この期間
きかん

は、ホールディングは実
じっ

施
し

しなかった。「職員
しょくいん

とのコミュ

ニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

と、見
み

通
とお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

してい

る。

5

寮内
りょうない

の居室
きょしつ

外
がい

で過
す

ごした後
あと

、居室
きょしつ

に戻
もど

る際
さい

に不安定
ふあんてい

になり、他
た

利用
りよう

者
しゃ

への粗暴
そぼう

行為
こうい

があったので、短
たん

時間
じかん

のホールディングを実施
じっし

し

た。他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

の習
しゅ

得
うとく

を目指
めざ

し、試
し

行
こう

中
ちゅう

である。

「ひらがなでスケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の整
せい

備
び

」など、身体拘束
しんたいこうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。こ

の期間
きかん

、ホールディングは実施
じっし

し

ていない。

「ひらがなでスケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整
せい

備
び

」など、身体拘束
しんたいこうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。こ

の期間
きかん

、ホールディングは、実施
じっし

しなかった。

「ひらがなでスケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の整
せい

備
び

」など、身体拘束
しんたいこうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。こ

の期間
きかん

、ホールディングは実施
じっし

し

なかった。

この期間
きかん

のホールディングは実施
じっし

しなかった。他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わ

り方
かた

の習得
しゅうとく

を目指
めざ

し、試行
しこう

してい

る。

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

取組
とりくみ

状況
じょうきょう
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No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

拘束
こうそく

時間
じかん

1

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

2

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

この期間
きかん

、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

しなかった。「職
しょく

員
いん

の

関
かか

わり」「対応者
たいおうしゃ

を替
か

えて、切
き

り替
か

えを図
はか

る」な

どにより、不
ふ

安定
あんてい

時
じ

に、施錠
せじょう

に至
いた

るような状況
じょうきょう

と

はならなかった。

粗暴
そぼう

に対
たい

するホールディングはあ

るが、「言葉
ことば

のやりとり」によっ

て切
き

り替
か

わり、施錠
せじょう

対応
たいおう

に至
いた

らず

に、不
ふ

安定
あんてい

が解消
かいしょう

されていた。こ

の期間
きかん

の居室
きょしつ

施
せ

錠
じょう

は、実施
じっし

してい

ない。

この期間
きかん

、居室
きょしつ

施錠
せじょう

はしていな

い。「職員
しょくいん

の関
かか

わり」「対応者
たいおうしゃ

を

替
か

えて、切
き

り替
か

えを図
はか

る」などに

より、不
ふ

安定
あんてい

時
じ

に、施錠
せじょう

に至
いた

るよ

うな状況
じょうきょう

とはならなかった。

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れいわ

５年
ねん

２月
がつ

の実施
じっし

状況
じょうきょう

　拘束時間
こうそくじかん

：未記入
みきにゅう

は未実施
みじっし

、A＝30分
ぷん

未満
みまん

、B＝30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じかん

未満
みまん

、C＝１時間
じかん

以上
いじょう

４時間
じかん

未満
みまん

、D＝４時間
じかん

以上
いじょう

８時間
じかん

未満
みまん

、E＝８時間
じかん

以上
いじょう

24時間
じかん

未満
みまん

、F＝24時間
じかん

県立
けんりつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における身体
しんたい

拘束
こうそく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

（拘束
こうそく

種別
しゅべつ

毎
ごと

）

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

： やむを得
え

ず、自分
じぶん

の意思
いし

で開
あ

けることができない居室
きょしつ

等
とう

に隔離
かくり

する

粗暴
そぼう

に至
いた

りそうな場面
ばめん

では、「言
こと

葉
ば

のやりとり」で、施錠
せじょう

対応
たいおう

に至
いた

る状況
じょうきょう

にはならず、不
ふ

安定
あんてい

が解消
かいしょう

されていた。この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は、実施
じっし

していない。

粗暴
そぼう

に至
いた

りそうな場面
ばめん

では、「言
こと

葉
ば

のやりとり」「対応
たいおう

職員
しょくいん

を替
か

え

る」などにより、施錠
せじょう

対応
たいおう

に至
いた

る

状況
じょうきょう

にならず、不
ふ

安定
あんてい

が解消
かいしょう

され

ていた。この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は、

実施
じっし

してない。

この期間
きかん

、居室
きょしつ

施錠
せじょう

は実施
じっし

しな

かった。「職員
しょくいん

の関
かか

わり」「対応
たいおう

者
しゃ

を替
か

えて、切
き

り替
か

えを図
はか

る」な

どにより、不
ふ

安定
あんてい

時
じ

に、居室
きょしつ

施錠
せじょう

に至
いた

るような状況
じょうきょう

とはならなかっ

た。

この期間
きかん

、居室
きょしつ

施錠
せじょう

は実施
じっし

しな

かった。「職員
しょくいん

の関
かか

わり」「対応
たいおうしゃ

者を替
か

えて、切
き

り替
か

えを図
はか

る」な

どにより、不
ふ

安定
あんてい

時
じ

に、居室
きょしつ

施錠
せじょう

に至
いた

るような状況
じょうきょう

とはならなかっ

た。

粗暴
そぼう

に至
いた

りそうな場面
ばめん

では、「言葉
ことば

のやりとり」

「対応
たいおう

職員
しょくいん

の交代
こうたい

」などにより、施錠
せじょう

対応
たいおう

に至
いた

る

ような状況
じょうきょう

にならず、不
ふ

安定
あんてい

が解消
かいしょう

されていた。

この期間
きかん

、居室
きょしつ

施
せ

錠
じょう

は、実施
じっし

しなかった。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

拘束
こうそく

時間
じかん

A

拘束
こうそく

時間
じかん

A

10日
にち

は、職員
しょくいん

の衣類
いるい

を破
やぶ

き、瞼
まぶた

付
ふ

近
きん

を叩
たた

く粗暴
そぼう

行為
こうい

が見
み

られたの

で、切
き

り替
か

えを図
はか

るために、短
たん

時
じ

間
かん

での居室
きょしつ

施錠
せじょう

を実施
じっし

した。複数
ふくすう

職員
しょくいん

で気持
きも

ちの切
き

り替
か

わりを確認
かくにん

し、居室
きょしつ

施錠
せじょう

を解除
かいじょ

した。

この期間
きかん

、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

してない。「職員
しょくいん

との

コミュニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

」など、

安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の提供
ていきょう

を行
おこな

っている。そのよ

うな見通
みとお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

4

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

3

６日
にち

は、他利用者
たりようしゃ

及
およ

び職員
しょくいん

への粗
そ

暴
ぼう

行為
こうい

があった。2分間
ふんかん

のホール

ディングを行
おこな

ったが、気
き

持
も

ちの切
き

り替
か

えが図
はか

れなかったため、短
たん

時
じ

間
かん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

を実施
じっし

した。

この期間
きかん

、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

しな

かった。「職
しょく

員
いん

とのコミュニケー

ション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

」な

ど、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の提供
ていきょう

を

行
おこな

っている。そのような見
み

通
とお

しが

持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘
こう

束
そく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実
じっ

施
し

中
ちゅう

である。

この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は、未
み

実施
じっし

だった。不
ふ

安定
あんてい

時
じ

には、「居室
きょしつ

へ移動
いどう

するといった場面
ばめん

の切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

するといった気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

ることで、身体
しんたい

拘束
こうそく

につながらない支援
しえん

を行
おこな

っている。

夜間
やかん

以外
いがい

は、施錠
せじょう

対応
たいおう

しないこと

を継続
けいぞく

している。

夜間
やかん

の対応
たいおう

により、１回
かい

の拘束
こうそく

時
じ

間
かん

は、以前
いぜん

と変化
へんか

は無
な

いが、１日
にち

の拘束
こうそく

時間
じかん

は、激減
げきげん

している。夜
や

間
かん

の対応
たいおう

については、検
けん

討
とう

中
ちゅう

であ

る。

夜
や

間
かん

以外
いがい

は、施錠
せじょう

対応
たいおう

しないことを継続
けいぞく

してい

る。

夜間
やかん

の対応
たいおう

により、１回
かい

の拘束
こうそく

時間
じかん

は、以前
いぜん

と変
へん

化
か

は無
な

いが、１日
にち

の拘束
こうそく

時間
じかん

は、激減
げきげん

している。

夜間
やかん

の対応
たいおう

については、検討
けんとう

中
ちゅう

である。

夜間
やかん

以外
いがい

は、施錠
せじょう

対
たい

応
おう

しないこと

を継続
けいぞく

している。

夜間
やかん

の対応
たいおう

により、１回
かい

の拘束
こうそく

時
じ

間
かん

は、以前
いぜん

と変化
へんか

は無
な

いが、１日
にち

の拘束
こうそく

時間
じかん

は、激減
げきげん

している。夜
や

間
かん

の対応
たいおう

については、検討中
けんとうちゅう

であ

る。

夜間
やかん

以外
いがい

は、施錠
せじょう

対応
たいおう

しないこと

を継続
けいぞく

している。

夜間
やかん

の対応
たいおう

により、１回
かい

の拘束
こうそく

時
じ

間
かん

は、以前
いぜん

と変化
へんか

は無
な

いが、１日
にち

の拘束
こうそく

時間
じかん

は、激減
げきげん

している。夜
や

間
かん

の対応
たいおう

については、検
けん

討中
とうちゅう

であ

る。
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この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は、未
み

実施
じっし

だった。不
ふ

安定
あんてい

時
じ

には、「居室
きょしつ

へ

移動
いどう

するといった場面
ばめん

の切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

するといった

気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

ることで、

身体
しんたい

拘束
こうそく

につながらない支援
しえん

を

行
おこな

っている。

この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は、未
み

実施
じっし

だった。不
ふ

安定
あんてい

時
じ

には、「居室
きょしつ

へ

移動
いどう

するといった場面
ばめん

の切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

するといった

気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

ることで、

身体
しんたい

拘束
こうそく

につながらない支援
しえん

を

行
おこな

っている。

この期間
きかん

、居室
きょしつ

施錠
せじょう

は実施
じっし

しな

かった。「職
しょく

員
いん

とのコミュニケー

ション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

」な

ど、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の提供
ていきょう

を

行
おこな

っている。そのような見通
みとお

しが

持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘
こう

束
そく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実
じっ

施
し

中
ちゅう

である。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

C C C D C C C C C C C C C C C C C D C B C C C C C C C C

拘束
こうそく

時間
じかん

A A A A

拘束
こうそく

時間
じかん

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

「ひらがなで、スケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

整備
せいび

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。

他
ほか

の利用者
りようしゃ

に対
たい

する粗暴
そぼう

があり、

また、本人
ほんにん

が施錠
せじょう

してほしいと訴
うった

えることがある。その際
さい

は、施錠
せじょう

できないことを伝
つた

え、なるべく施
せ

錠
じょう

しないようにしている。

取組
とりく

みにより落
お

ち着
つ

いており、居室施錠
きょしつせじょう

は、25

日
にち

・26日
にち

のみ、短時間
たんじかん

実
じっ

施
し

した。「現物
げんぶつ

提示
ていじ

によ

る伝
つた

え方
かた

」「余暇
よか

支援
しえん

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

昼食
ちゅうしょく

を含
ふく

めて、活動時間
かつどうじかん

は、他
た

利用者
りようしゃ

と活動室
かつどうしつ

で

過
す

ごし、帰寮
きりょう

しない取組
とりく

みを継続
けいぞく

中
ちゅう

である。他
た

利
り

用
よう

者
しゃ

と同室
どうしつ

で活動
かつどう

することで、他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

を習得
しゅうとく

出来
でき

るよう、寮内居室外
りょうないきょしつがい

で過
す

ごす時
じ

間
かん

を設
もう

けている。

「ひらがなで、スケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方
ほう

法
ほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

」など、身体拘束廃止
しんたいこうそくはいし

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。他
ほか

の利用者
りようしゃ

に

対
たい

する粗暴
そぼう

があり、また、本人
ほんにん

が施錠
せじょう

してほしい

と訴
うった

えることがある。その際
さい

は、施
せ

錠
じょう

できないこ

とを伝
つた

え、なるべく施錠
せじょう

しないようにしている。
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取組
とりく

みにより落
お

ち着
つ

いており、居
きょ

室施錠
しつせじょう

は、18日
にち

・20日
か

のみ、短時
たんじかん

間実
じっ

施
し

した。「現物
げんぶつ

提示
ていじ

による伝
つた

え方
かた

」「余暇
よか

支援
しえん

」など、身体
しんたい

拘
こう

束
そく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実
じっ

施
し

中
ちゅう

である。

「ひらがなで、スケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

整備
せいび

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。

他
ほか

の利用者
りようしゃ

に対
たい

する粗暴
そぼう

があり、

また、本人
ほんにん

が施錠
せじょう

してほしいと訴
うった

えることがある。その際
さい

は、施錠
せじょう

できないことを伝
つた

え、なるべく施
せ

錠
じょう

しないようにしている。

昼食
ちゅうしょく

を含
ふく

めて、活動時間
かつどうじかん

は、他
た

利
り

用者
ようしゃ

と活動室
かつどうしつ

で過
す

ごし、帰寮
きりょう

しな

い取組
とりく

みを継続
けいぞく

中
ちゅう

である。他
た

利用
りよう

者
しゃ

と同室
どうしつ

で活動
かつどう

することで、他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

を習得
しゅうとく

出来
でき

る

よう、寮内居室外
りょうないきょしつがい

で過
す

ごす時間
じかん

を

設
もう

けている。

昼食
ちゅうしょく

を含
ふく

めて、活動時間
かつどうじかん

は、他
た

利
り

用者
ようしゃ

と活動室
かつどうしつ

で過
す

ごし、帰寮
きりょう

しな

い取組
とりく

みを継続
けいぞく

中
ちゅう

である。他
た

利用
りよう

者
しゃ

と同室
どうしつ

で活動
かつどう

することで、他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

を習得
しゅうとく

出来
でき

る

よう、寮内居室外
りょうないきょしつがい

で過
す

ごす時間
じかん

を

設
もう

けている。
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8

取組
とりく

みにより落
お

ち着
つ

いており、こ

の期間
きかん

の居室
きょしつ

施
せ

錠
じょう

は、実施
じっし

しな

かった。「現物
げんぶつ

提示
ていじ

による伝
つた

え

方
かた

」「余暇
よか

支援
しえん

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

取組
とりく

みにより落
お

ち着
つ

いており、こ

の期間
きかん

の居室
きょしつ

施
せ

錠
じょう

は、実施
じっし

しな

かった。「現物
げんぶつ

提示
ていじ

による伝
つた

え

方
かた

」「余暇
よか

支援
しえん

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

昼食
ちゅうしょく

を含
ふく

めて、活動時間
かつどうじかん

は、他
た

利
り

用者
ようしゃ

と活動室
かつどうしつ

で過
す

ごし、帰寮
きりょう

しな

い取組
とりく

みを継続
けいぞく

中
ちゅう

である。他
た

利用
りよう

者
しゃ

と同室
どうしつ

で活動
かつどう

することで、他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

を習得
しゅうとく

出来
でき

る

よう、寮内居室外
りょうないきょしつがい

で過
す

ごす時間
じかん

を

設
もう

けている。

「ひらがなで、スケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

整備
せいび

」など、身体拘束廃止
しんたいこうそくはいし

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。

他
ほか

の利用者
りようしゃ

に対
たい

する粗暴
そぼう

があり、

また、本人
ほんにん

が施錠
せじょう

してほしいと訴
うった

えることがある。その際
さい

は、施錠
せじょう

できないことを伝
つた

え、なるべく施
せ

錠
じょう

しないようにしている。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

C B A

拘束
こうそく

時間
じかん

E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束
こうそく

時間
じかん

C B C D C C A C C C C E D C B A A B A B

職員
しょくいん

が対応
たいおう

できない時
とき

のみ、施錠
せじょう

している。ご本
ほん

人
にん

が好
す

きなテレビ番組
ばんぐみ

を見
み

たり、他
た

利
り

用
よう

者
しゃ

との交
こう

流
りゅう

ができるよう、職員
しょくいん

が見守
みまも

りを行
おこな

っている。

日中
にっちゅう

開錠
かいじょう

時
じ

、他
ほか

の利用者
りようしゃ

に向
む

かって行
い

く事
こと

があ

る。自立
じりつ

課題
かだい

は、職員
しょくいん

が見守
みまも

り対応
たいおう

の上
うえ

、開錠
かいじょう

し

た居室
きょしつ

で取
と

り組
く

んでいる。食事
しょくじ

中
ちゅう

は、開錠
かいじょう

してい

る。

職員
しょくいん

が対応
たいおう

できない時
とき

のみ、施錠
せじょう

している。ご本人
ほんにん

が好
す

きなテレビ

番組
ばんぐみ

を見
み

たり、他
た

利用
りよう

者
しゃ

との交流
こうりゅう

ができるよう、職員
しょくいん

が見守
みまも

りを

行
おこな

っている。

一時的
いちじてき

に活動
かつどう

性
せい

が高
たか

くなった時
とき

に、対応
たいおう

が困難
こんなん

な場合
ばあい

は施錠
せじょう

して

いる。できる限
かぎ

り、ご本人
ほんにん

が好
す

き

なテレビ番組
ばんぐみ

を見
み

たり、他
た

利用者
りようしゃ

との交流
こうりゅう

ができるよう、職員
しょくいん

が見
みま

守
も

りを行
おこな

っている。

日中
にっちゅう

開錠
かいじょう

時
じ

、他
ほか

の利用者
りようしゃ

に向
む

かっ

て行
い

く事
こと

がある。自立
じりつ

課題
かだい

は、職
しょく

員
いん

が見守
みまも

り対応
たいおう

の上
うえ

、開錠
かいじょう

した居
きょ

室
しつ

で取
と

り組
く

んでいる。食事
しょくじ

中
ちゅう

は、

開錠
かいじょう

している。

この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は実施
じっし

していない。
この期間

きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は実施
じっし

してい

ない。

職員
しょくいん

が対応
たいおう

できない時
とき

のみ、施
せ

錠
じょう

している。ご本人
ほんにん

が好
す

きなテレビ

番組
ばんぐみ

を見
み

たり、他利用者
たりようしゃ

との交流
こうりゅう

ができるよう、職員
しょくいん

が見守
みまも

りを

行
おこな

っている。
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日中
にっちゅう

開錠
かいじょう

時
じ

、他
ほか

の利用者
りようしゃ

に向
む

かっ

て行
い

く事
こと

がある。自立
じりつ

課題
かだい

は、職
しょく

員
いん

が見守
みまも

り対応
たいおう

の上
うえ

、開錠
かいじょう

した居
きょ

室
しつ

で取
と

り組
く

んでいる。食事
しょくじ

中
ちゅう

は、

開錠
かいじょう

している。

イレギュラーな日課
にっか

等
など

により、不
ふ

調
ちょう

になることがあった。「経験
けいけん

を

積
つ

む」「嫌
いや

な気持
きも

ちを共有
きょうゆう

する」

「日常的
にちじょうてき

に職員
しょくいん

と関
かか

わる」等
など

に

よって、気持
きも

ちの安定
あんてい

を図
はか

る取組
とりくみ

みを、継続
けいぞく

していく。

イレギュラーな日課
にっか

等
など

により、不
ふ

調
ちょう

になることがあった。「経験
けいけん

を

積
つ

む」「嫌
いや

な気持
きも

ちを共有
きょうゆう

する」

「日常的
にちじょうてき

に職員
しょくいん

と関
かか

わる」等
など

に

よって、気持
きも

ちの安定
あんてい

を図
はか

る取組
とりくみ

みを、継続
けいぞく

していく。

11

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

10

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

日中
にっちゅう

開錠
かいじょう

時
じ

、他
ほか

の利用者
りようしゃ

に向
む

かっ

て行
い

く事
こと

がある。自立
じりつ

課題
かだい

は、職
しょく

員
いん

が見守
みまも

り対応
たいおう

の上
うえ

、開錠
かいじょう

した居
きょ

室
しつ

で取
と

り組
く

んでいる。食事
しょくじ

中
ちゅう

は、

開錠
かいじょう

している。



No. 実施
じ っ し

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

　拘束時間
こ う そ く じ か ん

：未記入
み き に ゅ う

は未実施
み じ っ し

、A＝30分
ぷん

未満
み ま ん

、B＝30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じ か ん

未満
み ま ん

、C＝１時間
じ か ん

以上
いじょう

４時間
じ か ん

未満
み ま ん

、D＝４時間
じ か ん

以上
いじょう

８時間
じ か ん

未満
み ま ん

、E＝８時間
じ か ん

以上
いじょう

24時間
じ か ん

未満
み ま ん

、F＝24時間
じ か ん

1

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

一度
いちど

は収束
しゅうそく

した感染性
かんせんせい

胃腸
いちょう

炎
えん

が、

職員
しょくいん

を中心
ちゅうしん

に感染
かんせん

拡大
かくだい

した。６日
にち

以降
いこう

は、感染
かんせん

予防
よぼう

のためにユニッ

ト閉鎖
へいさ

を行
おこな

った。それにより、

ベッド柵
さく

使用
しよう

解除
かいじょ

に向
む

けた取
と

り組
く

みは、進
すす

んでいない。計画
けいかく

してい

た、職員
しょくいん

が見守
みまも

りやすい居室
きょしつ

への

移動
いどう

については、延期
えんき

した。

新型
しんがた

コロナ感染防止対策
かんせんぼうしたいさく

のため、

午前
ごぜん

は活動室
かつどうしつ

で過
す

ごし、午後
ごご

はユ

ニット内
ない

で散歩
さんぽ

や課題
かだい

等
など

を行
おこな

なっ

ている。しかし、ご本人
ほんにん

の体調
たいちょう

不
ふりょ

良
う

で居室
きょしつ

での静養
せいよう

希望
きぼう

があり、活
かつ

動
どう

への参加
さんか

が進
すす

んでいない。日
にっ

中
ちゅう

、ベッドで静養
せいよう

している間
あいだ

も、

ベッド柵
さく

を使用
しよう

している。13日
にち

に

大
おお

きな発作
ほっさ

があり、計画
けいかく

している

居室
きょしつ

の移動
いどう

は、実施
じっし

できていな

い。

13日
にち

から全体
ぜんたい

活動
かつどう

に参加
さんか

し、日中
にっちゅう

は、活動
かつどう

室
しつ

で過
す

ごしている。日中
にっちゅう

のベッド柵
さく

使用
しよう

時間
じかん

は、減
へ

ってい

る。

先月の会議にて検討した、職員が見守りやすい居
室への移動を、24日に実施した。25日より、日中
に本人が居室で寝たいときは、ベッド柵を使用し
ていない。発作が起きた際は、速やかに対応でき
るよう、職員の見守りを強化している。夜間帯に
ついては、職員数が少なく対応が難しいので、
ベッド柵を使用している。引き続き、身体拘束の
解除に向けて、検討を続ける。

県立
け ん り つ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

における身体
し ん た い

拘束
こ う そ く

の実施
じ っ し

状況
じょうきょう

（拘束
こ う そ く

種別
し ゅ べ つ

毎
ご と

）

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

： やむを得
え

ず、自分
じ ぶ ん

で降
お

りられないようにベッド柵
さ く

（サイドレール）を使用
し よ う

する

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れ い わ

５年
ねん

２月
がつ

の実施
じ っ し

状況
じょうきょう



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

D C D D C C D D D D C D C D D C D D D C C C C C D D D D

県立
けんりつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における身体
しんたい

拘束
こうそく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

（拘束
こうそく

種別
しゅべつ

毎
ごと

）

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

： やむを得
え

ず行
おこな

う、その他
た

身体
しんたい

拘束
こうそく

に当
あ

たる行為
こうい

（車
くるま

いすテーブル等
とう

）

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れいわ

５年
ねん

２月
がつ

の実施
じっし

状況
じょうきょう

　拘束時間
こうそくじかん

：未記入
みきにゅう

は未実施
みじっし

、A＝30分
ぷん

未満
みまん

、B＝30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じかん

未満
みまん

、C＝１時間
じかん

以上
いじょう

４時間
じかん

未満
みまん

、D＝４時間
じかん

以上
いじょう

８時間
じかん

未満
みまん

、E＝８時間
じかん

以上
いじょう

24時間
じかん

未満
みまん

、F＝24時間
じかん

車
くるま

椅子
いす

に座
すわ

る際
さい

、臀部
でんぶ

を前方
ぜんぽう

にずらすような姿
し

勢
ぜい

で座
すわ

る。姿勢
しせい

保持
ほじ

が難
むずか

しく、座面
ざめん

からずり落
お

ちそ

うになることがある。カテーテルの閉塞
へいそく

や、抜管
ばっかん

につながる可能性
かのうせい

がある。職員
しょくいん

が見守
みまも

る中
なか

で、こ

まめに解除
かいじょ

する時間
じかん

を作
つく

り、安全
あんぜん

に車
くるま

椅子
いす

で過
す

ご

せる方法
ほうほう

を検討
けんとう

している。その上
うえ

で、行動
こうどう

制限
せいげん

解
かい

除
じょ

の取
と

り組
く

みを継続
けいぞく

する。

車
くるま

椅子
いす

で過
す

ごす際
さい

、姿勢
しせい

を保持
ほじ

で

きず、座面
ざめん

からずり落
お

ちそうにな

る。転落
てんらく

や、カテーテルが引
ひ

っか

かることでの抜管
ばっかん

など、怪我
けが

につ

ながる可能性
かのうせい

がある。職員
しょくいん

が見守
みまも

りを行
おこな

い、安全
あんぜん

・座
ざ

位
い

保持
ほじ

に配慮
はいりょ

しながら、行動
こうどう

制限
せいげん

解除
かいじょ

を、拡大
かくだい

していく。

車
くるま

椅子
いす

使用
しよう

の際
さい

、臀部
でんぶ

を座面
ざめん

から

ずらして、座位
ざい

が保
たも

てなくなるこ

とが多
おお

い。安定
あんてい

した姿勢
しせい

保持
ほじ

が難
むずか

しいため、職員
しょくいん

が見守
みまも

りを行
おこな

いな

がら、短時間
たんじかん

の解除
かいじょ

を繰
く

り返
かえ

し、

軽減
けいげん

に取組
とりく

む。

1

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

車
くるま

椅子
いす

で過
す

ごす際
さい

、本人
ほんにん

が好
この

む頭
あたま

の位置
いち

に自
みずか

ら変
か

えようとし、座面
ざめん

から臀部
でんぶ

を前方
ぜんぽう

にずらそうとす

る。転落
てんらく

や、カテーテルが強
つよ

く

引
ひ

っ張
ぱ

られることがあるため、職
しょく

員
いん

が見
み

守
まも

りながら、解除
かいじょ

に取組
とりく

ん

でいる。


